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第 10 章 自主運行バスの見直し、津市コミュニティバスの再編 

１. 自主運行バス（廃止代替バス）の見直し 

自主運行バス（廃止代替バス）については、第 7 章（事業 3-1）で示す 3 つの方向性に基づ

き、運行の効率化を推進します。 

なお、市域を跨いで運行している路線については、関係自治体と協議しながら見直しを進めま

す。 

 

表 10-1 自主運行バス（廃止代替バス）の見直しの方向性（再掲） 

対象区間 方向性 

鉄道と運行が重複する区間 ① 需要を把握した上で鉄道への集約を推進 

利用の少ない区間 ② 利用実態に応じた運行本数の設定 

利用の著しく少ない区間 ③ 需要を把握した上で、津市コミュニティバス

による代替を推進 

 

表 10-2 各路線の見直しの方向性 

路線名 運行区間 方向性 

亀山椋本線 亀山駅～椋本 現状維持 

津新町大里線 三重病院～サオリーナ前 現状維持 

三行線 三行～三重会館 三行～東豊野区間は、津市コミュニティ

バスの運行変更による代替を推進 

安濃線(立合系統) 立合～安濃総合庁舎前 津市コミュニティバスの運行変更による

代替を推進 

多気線 竹原～久居駅 竹原～井関区間は、ＪＲ名松線への集約

を推進 

榊原線(末端区間) 榊原温泉口駅～榊原車庫前 津市コミュニティバスの運行変更による

代替を推進 

名張奥津線 奥津駅前～敷津（～飯垣内） 津市コミュニティバスの運行変更による

代替を推進 
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２．津市コミュニティバスの再編 

(1) 津市コミュニティバスの再編の方向性 

津市コミュニティバスについては、第 7 章（事業 3-2）で示す３つの方向性（①移動ニーズ・

利用実態の反映、②他交通機関との役割分担の整理、③地域特性の考慮）に基づき、利便性の

向上及び運行の効率化を推進します。 

 

表 10-3 津市コミュニティバスの地域別の方向性 

地域 
① 移動ニーズ・利用実態の反映 ② 他交通機関との

役割分担 

③ 地域特性の考慮 

 移動ニーズ 利用実態 

津 

津地域西部から久居

地域東部の商業施設

への移動手段確保 

－ － － 

久居 － 
生活実態に応じた

ダイヤの設定 
榊原線との役割分担 － 

河芸 

河芸地域から津地域

北部の商業施設への

移動手段確保 

－ 
津太陽の街線との役

割分担 
－ 

芸濃 － － － － 

美里 

美里地域から久居地

域東部の商業施設へ

の移動手段確保 

需要に応じた運行

回数の設定 
長野線との役割分担 － 

安濃 

安濃地域から芸濃地

域の商業施設への移

動手段確保 

－ － － 

香良洲 － － － － 

一志 

松阪市嬉野地域の医

療機関への移動手段

確保 

－ － － 

白山 － － － 
小中学校、高校への通学

対応 

美杉 

美杉地域から白山地

域の商業施設・医療

機関への移動手段確

保 

－ 
ＪＲ名松線との役割

分担 

歴史・文化拠点「多気北

畠氏城跡周辺」への観光

対応 
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(2) コミュニティバス等の運行単位 

コミュニティバス等の運行単位を見直し、津市都市マスタープランで定めた 5 地域を単位と

して運行しますが、南西部地域については範囲が広く様々な地域特性があることから、従来の

津市コミュニティバスの運行単位を継承します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-1 津市都市マスタープランの地域区分 

 

表 10-4 コミュニティバス等の運行単位 

運行単位 運行範囲 運行内容 

北部地域 河芸地域、津地域北部 河芸地域と津地域北部を一体とした運

行 

中央部地域 津地域中央部 「ぐるっと・つーバス」の運行継続 

南部地域 久居地域東部、津地域南部・西部 津地域南部・西部を含めた運行 

北西部地域 芸濃地域、安濃地域 芸濃地域と安濃地域を一体とした運行 

南西部

地域 

美里地域 美里地域、久居地域西部 美里地域と久居地域西部を一体とした

運行 

一志地域 一志地域、松阪市嬉野地域、久居

地域西部 

松阪市嬉野地域へ乗り入れ 

久居地域栗葉地区を含めた運行 

白山地域 白山地域、久居地域西部 久居地域榊原地区を含めた運行 

美杉地域 美杉地域、白山地域 白山地域と美杉地域を一体とした運行 
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(3) コミュニティバス等の役割による分類及びサービス水準 

コミュニティバス等を主に担う役割により 3 つに分類し、それぞれの役割に応じたサービス

水準を設定します。 

 

表 10-5 コミュニティバス等のサービス水準 

分類名 役割 サービス水準 対象地域 

日常生活 

対応型 

高齢者等、自ら移動手段を持た

ない移動制約者の生活交通の

確保 

■週 2～3 日運行 

■通院・買物に対応

(帰宅時含む) 

 

北部地域 

南部地域 

北西部地域 

南西部地域（美里、

一志、白山、美杉） 

地域特性 

対応型 

日常生活対応型の役割に加え、

通学手段の確保、来訪者の移動

手段の確保 

■週 5～7 日運行 

■通学、観光に対応

(帰宅時含む) 

南西部地域（白山、

美杉地域の一部） 

多目的 

対応型 

都市部における多様なニーズ

に対応 

■平日毎日運行 

■通院・買物に対応 

中央部地域 

 

表 10-6 地域特性対応型の内容 

対象地域 対象区間 区間の役割 

白山地域 

の一部 

白山総合文化センター～榊原温泉口駅

～倭地区～八対野地区～一志病院・白

山高校～家城駅 

■高校への通学輸送 

■近鉄大阪線と白山地域内各地区、

JR 名松線との連絡 

元取地区～小中学校 ■小学校・中学校への通学輸送 

美杉地域 

の一部 

伊勢奥津駅～北畠神社 ■歴史・文化拠点である多気北畠氏

城館跡への観光輸送 

 


